
Title 生活保護世帯の子どもの生活と意識

Author(s) 小西, 祐馬; KONISHI, Yuma

Citation 教育福祉研究, 9, 9-22

Issue Date 2003-03

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/28356

Type departmental bulletin paper

File Information 9_P9-22.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



[ J O 山 lofぱfEdu山m叫1犯m削c儲飢a叫tiぬona凶 SおOω叩cαωl
教育梅社研究 第 9主号予 2却O∞O出3 J 

生活保護世帯の子どもの生活と意識

はじめに

本論文の百的は、生活保護世帯・低所得世帯の

子どもの生活・行動と、意識を暁らかにすること

である。現代の貧関・低所得問題の研究を進めて

いくうえで、子どもに関する考察は欠かせない視

点であると考え、生まれながらにして、もしくは

発達段階の途中から低所得という不利の中におか

れた子どもたちの過去・現在の生活と意識、そし

て将来展望を聞き取り謂査によって把握する。

わが閣における糞困・低所得層の子どもに関す

る研究では、これまで量的な調査によって、中卒・

高校中退の子どもが多く、その後の労働生活でも

安定が得られていないこと、また学校での成績や

登校状況、世帯が教育にかける費用などの点で多

くの不科を背負っていることが明らかにされてい

るω。中でも、苅谷が示した努力(学習時間)と

意欲(興味・関心)の社会階層間における格差が

拡大しているといった事実は注目に値する。この

ことが意味するのは、機会は均等であり、努力に

よっては誰もに門戸が聞かれていたはずのメリト

クラシ一社会は、実はその勢力自体が家庭のパッ

クグラウンドによって規定されてしまっている非

常に不平等なものであるという事実であるヘ

また、本論文と同様に子どもに対する酷き取り

語査をもとに論じたものとして、長谷JlIの論稿が

挙げられる〈九ある公営住宅の低所得世帯に対す

る調査をもとに、その世帯の子ども・青年の大半

が学校「不適応」にあることを確認した上で、不

登校・高校不進学・高校中退のいずれかを経験し

た9名の青年に対象を限定して、インタビュー調

査を行っている。その結果、現在の仕事に充実感

を持って取り組んでおり、「現在を積極的に受け

小西祐馬

止める青年たちjがいる一方で、その後の生活に

積極的な意味を見出せずに、「浮遊J状態にあると

捉えられる子ども・青年たちがいることが示され

た。

一方で、養護施設や教護院(現・児童自立支援

施設)など施設で暮らす(暮らしていた)子ども

に関する研究は、ある程度蓄積されてきているヘ

学齢期児童の低学力や不登校、非行などの時題の

存症、そして施設を滋所した後も底辺約な労舗に

従事している等の事実が明らかにされていると同

時に、貧E患の世代的再生産の一端が部分的に示唆

されてきている。しかし、貧困・低所得という問

題意識から接近している研究は少なく、単なる追

跡調査にとどまっている聞もある。低所得世帯の

子どもに関する考察を深めるためには、施設から

の文脈のみでは不十分であり、やはり地域で暮ら

す「接近の難しいJ子どもたちに対する考察を進

めていく必要があろう。

この佑にも、教育社会学を中心に、「階層と教

育Jといった視点からの研究は多数存荘する。し

かし、これらの研究は低階層の子どもを論じてい

たとしても、子どもの進路決定や学力格差、もし

くは家庭の文化資本などを社会階層論の視点から

切り取ったものであって、子どもそのものを把握

するという意味では、断片的な把躍の域を出るも

のではない。当事者である子ども・青年の生活全

体、子ども自身が現荘の生活をどのように捉えて

いるか、そして未来をどのように展望しているの

かといったことを把握しているものは、これまで

ほぼなかったと言って良し、。これらを明らかにす

るには、多くの研究が採用している量的調査では

限界があり、質的な開き取り調査を行う必要があ

ると考えられるが、先述した長谷川のもの以外、
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管見の限りでは見当たらない。長谷川の論稿に関

しでも、子どもの学校体験とその後の労働生活に

焦点が当てられており、家庭の背景も含めた包括

的な視点、から行われたものではなL、。これまで明

らかにされてきた、低所得世帯の子どもの学校、

地域、家庭、そして労働市場における不利の様態

に関する考察をより深めるためには、その子ども

たちのトータルな現状分析を進める必要がある。

生活全般を把握するとともに、子どもたちの意

識・患いを聞き取り、世帯が低所得であるという

ことがいかなる形でその子ども自身の問題となっ

て出現しているのか、これらを生活史分析的に把

握する必要があるだろう。

以下、 2001年に行われた量的調査で低所得世帯

とその子どもの状態を確認した後に、筆者の行っ

た聞き取り調査の結果について検討を進めるO

1 低所得世帯の現状と子どもの生活の諸断面

ここでは 2001年に行われた「子どもの生活状況

に関するアンケート調査(5)の結果に基づいて、社

会時層と子どもの生活の関係を見ておく。これ

は、北海道内の子どもと親に対して行われたもの

であり、貧部・低所得世帯とその子どもの状況を、

生活全般から明らかにすることを試みた数少ない

調査である。ここで明らかになった事実を概観す

ると同時に、残された課題を整理する。

<親調査から>

調査の結果は、表1にまとめた。ここから明ら

かになったことは、世帯の収入や職業、世帯類型

などで不利な腫(年収400万円以下、パート・無

職、母子世帯)の子どもたちが、学校生活を中心

としたさまざ、まな面で不利な状況に置かれてい

表l 社会階層と子どもの生活 (単位:人、%)

学年段階、 学校を 塾・家庭教
伶のよい友

学年段階、職
職業、年 「時々休

子ども専用
部を頼んで

学校の成績 だち「いな 教育費の負
業、年収、世帯

収、彼帯類 むJ、「よく
の部麗があ

いる(中学
「できない いと思う」、 担「かなり

類型民分
型別総数 休むj

る
2年のみ)

ほうj 「わからな 大変j
いj

全 体 言十 1，023 6.4 67.6 15.7 3.1 34.9 
小学 2 年 265 6.4 47.3 6.1 2.3 24.7 
小学 5 年 260 7.8 63.0 8.1 4.3 34.6 
中学 2 年 480 5.7 81.5 33.0 25.3 3.0 40.6 
自 戸主A主d弘 業 144 4.2 67.4 46.0 18.9 0.7 33.1 
公 務 長 150 5.3 76.0 40.0 10.1 2.0 29.7 

民fー間ト ・企臨業時
937 3.9 70.6 48.4 13.8 3.4 35.1 
55 12.7 47.3 11.1 19.2 5.7 37.3 

そ の 他 87 8.3 55.2 18.1 23.0 2.3 41.0 
無 職 19 1.1 57.9 25.0 26.3 5.3 42.1 
-200万円 72 15.5 54.2 22.2 15.5 7.0 46.3 
-300万円 157 8.3 51.3 25.4 18.1 1.3 46.3 
-400万円 147 7.5 63.9 23.9 22.4 4.1 32.1 
-500万円 164 8.6 69.9 40.0 13.6 4.2 37.9 
-700万円 218 5.1 77.5 49.1 11.1 1.4 36.4 
-1，000万円 109 4.6 78.9 49.2 15.7 26.9 
1，000万円~ 53 1.9 71.9 65.6 9.4 35.8 
父母+子 655 6.2 70.8 43.1 14.7 2.6 34.3 
父母子十被父母 195 4.1 64.4 42.0 17.1 3.6 39.3 
父 十 ヲ三 5 60.6 20.0 20.0 
父子÷祖父母 17 5.9 64.7 20.0 11.8 26.7 
母 十 子 90 11.2 56.3 23.2 20.2 5.7 34.9 
母子÷祖父母他 23 4.3 56.5 54.6 36.8 
その 19 10.5 57.9 50.0 31.6 29.4 

(出所)菜悶克実 I::!ヒ海道における子どもの生活状況」北海道大学大学院教育学研究科、修会論文、 2002年より作成。以
下、表2、表3も同じ。
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る、という事実である。塾や普い事、教育費など

経済的なことに直接起関する項呂での格差が明確

に蒋在すると同時に、食事や登校、遊び、友人関

係などの生活一般においても格差が生じている。

とりわけ重要だと思われる学力に関しては、年収

で見るとその格差は他の項告に比べそれほど顕著

なものとはなっていないが、職業での「公務員」

と「パートム「無職j との差は非常に大きなもの

となっていることがわかる。

<子ども調査から>

子どもへの調査に関しでは、正確な所得を把握

することができていないため、階層賠格差につい

て検討することは困難であるが、ここではひとつ

の指標として、「家庭生活でのf悩みJに関する設問

で、「家の収入や職業のこと」に関して悩みがある

と回答した子どもに注目する。

表2と表3(6)からは、学校生活と家庭生活での

悩みについて、「家の収入や職業のこと」での悩み

の有無との関連がわかる。これを見ると、学校生

活と家庭生活のどちらにおいても、また小学生で

も中学生でも、収入や職業に悩みがある子ども

は、地の項目においても高い説合で「悩みがあるJ

としている。このことが意味するのは、「家の収

入や職業Jに不安・悩みがある子どもには、様々

な問題が複雑に絡まりあって存在し、不安や悩み

が震躍的に現れているということである。

ここで確認したことは、今日においても低所得

世帯とその子どものある一定部分が、様々な不利

を背負い、またその不利の連鎖に絡め取られてい

ることを意味する。しかしながら、これらの調査

では明らかにならなかったこともあるO ひとつ

は、子どもの将来展望に関して、どの段階までの

進学を希望するかという形で開いており、仕事を

含めた異体的な展望は明らかになっていなし、。進

路選択を追られている高校生年代の子どもも視野

に入れ、具体的な将来麗望と、その背景にある盟、

表2 学校生活への不安・悩み (単位:%) 

全体計
家の収入や職業lこ悩みが

小5

中2

1.授業や成績のこと
2.友人との関係
3.異性のこと
4.先生との関係
1.授業や成績のこと
2.友人との関係
3.異性のこと
4.先生との関係

ある ない
64.1 40.1 
69.8 33.2 
35.5 16.1 
31.3 9.9 
87.3 77.0 
59.9 41.8 
46.1 27.3 
24.6 20.2 

表3 家庭生活への不安・悩み

1.家族で一緒に楽しむことがない
2.祖父母と共に暮らしていること
3.家が狭い

小5 4.殺が自分をわかってくれない
5.父母の言うことが違う
6.殺が厳しい
7.家の中での争いごと
1.家族で一緒に楽しむことがない
え祖父母と共に暮らしていること
3.家が狭い

中2 4.殺が自分をわかってくれない
5.父母の言うことが違う
6.親が厳しい
7.家のゆでの争いごと

家の収入や職業に悩みが
ある
43.5 
18.6 
35.8 
32.4 
31.8 
41.2 
30.9 
23.9 
12.2 
45.8 
40.1 
30.9 
53.2 
36.6 

ない
16.3 
11.0 
20.2 
19.5 
17.3 
27.9 
19.5 
10.9 
5.7 
19.0 
22.6 
19.0 
32.6 
12.7 

44.4 
39.7 
19.5 
13.7 
79.7 
6.5 
32.1 
21.4 

(単位:%) 

全体計

21.4 
13.2 
23.2 
22.7 
19.9 
30.6 
21.6 
14.2 
7.4 
25.8 
27.2 
22.1 
37.8 
18.9 
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いにより深く追っていく必要があろう。今ひとつ

の課題は、やはり不安や悩み、そして不利の連鎖

の構造を具体的に把握することができていないこ

とである。特に「家の収入や職業」について悩み

を持っている躍の子どもへの不利の結合は、見過

ごせないものである。この不安や悩みが、子ども

の現状認識と将来展望に実際にはどう影響してい

るのか、逆にどのような生活・世帯状洗が不安・

悩みを与えているのか、そのことを明らかにすべ

きであろう。これら残された課題を意識しつつ、

次節から家者の行った聞き取り調査の結果を検討

していこう。

2 生活保護世帯の子どもの生活

(1)対象者の璃性と世帯の状況ー調査の概要も

含めて一

本節から、実際に筆者が行った開き取り調査を

もとに検討を進めていく。調査項目で柱として立

てたのは、生活習』墳、学力、勉強への意識と学校

体験、家族関係、友人とその他の人間関保、家庭

の文化資本、将来展望などである。

謂査時期は 2002年8月から 12月で、北海道内

に住む6名の高校生と、その母親3名に対して鶴

き取り調査を行った。対象者は民生委員、知人等

から紹介してもらった。インタビューは、許可が

得られた場合は録音したが、対象者が話しやすい

雰閤気を作るため、メモのみにした場合が多い。

「生活保護世帯の子どもjという括りで調査をして

いるという事実は、それだけで子どもにとっては

辛く、スティグマを与えるものになる可能性が

あったため、調査の際には十分配慮し、内容に関

しでも、「生活保護jや「葉密」といった事項は言

葉にするのはできるだけ控え、対象者の過去・現

在・未来の生活と意識を中心に質問し、生活保護

についての話題に入る時は、話の流れを十分考醸

して注意深く行った。対象者と信頼関係を構築

し、多くのことを話してもらうよう、調査は数回

に渡って行った。

世帯の状況は、調査対象者の属性と共に、表4

にまとめた。 (F3>とく刊〉の母親にはインタ

ビューすることができなかったため、世帯の客観

的な情報を十分には把躍できなかったが、子ども

からの情報をもとに整理した。

調査対象者は 2002年10月で高校を中退した

くMl)以外は高校生で、すべて母子世帯の子ども

であった。これらの高校は、おしなべて学力水準

の低い、いわゆる底辺高であった。

現在、生活保護を受けている世帯は 2世帯

(くれ〉・ (F2>、〈ぬ>)であり、 1世帯 C(M2>)が

過去に受けていた。 (Ml)と〈到〉の世帯は生活

保護を受けたことはないが、 (Ml)の世帯は母親

のパート労働の収入と児童扶養手当のみが収入で

あり(年収150~ 200万円)、〈日〉の世帯は母親

が病気で働けず、きょうだいからの援助(とおそ

らく児童扶養手当)のみで生活しているというこ

とで¥いずれも低所得世帯といって良い。また、

(Ml)の世帯に関していえば、その所得は生活保

護基準以下である。

親の現在の職業に関してみると、安定した常勤

の職に就いているのはくM2>の母親のみであり、

他は無職が2名、パートが2名と、不安定な状況

にある。父親も含めこれまでの職震について見て

みると、やはりここでも相対的に不安定な職業が

多く見られる。

同時に家族構成員の変化と転居について見てお

くと、最も大きな変化を経験しているのは、

(Fl)・ (F2>である。再婚前(母、 (Fl)、 (F2>)、

再婚後(継父、母、 (Fl)、 (F2>、義弟、妹)、離

婚後(母、〈引〉、 (F2>、妹)と、家族構成員は変

化し、いずれも居住地は異なっている。また、

(Ml)に関しでも、小2で親が離婚した後、最初

は父親に引き取られるが、妹の不登校がきっかけ

となって、中学卒業と同時に母親に引き取られて

いる。

(2)子どもの日常生活と学校生活

ここから、子どもへのインタビュー調査の結果

の検討に入る。日常生活に関して見てみると、別

の調査結果からは子どもたちの健康問題が控目さ

れているが〈ヘ今回の調査でも 2名の対象者が幼

い頃から病弱であり、現在に玉三るまで催月何らか
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諦査対象者の属性と世帯の状況

家族構成
磯 霊 学 E霊

離婚時の
事例 f生息せ 年齢 学校・学年

(年齢)
収入源 年収 住居 健康状態

年齢
離婚の原菌

父 母 父 母

母 (44)
給与(月 議機オベ

公立高校 14万)、 150 - レーター 紡績工員 高卒 アパート 母健康 借金、生活
M1 努 16 

中退
長女 (18)

児童奪扶養 200万 →トラッ →清掃
中卒
(定時制) (IDK) 本人健康

本人小2
苦

次女 (14)
手当 ク運転手

デパート 母健康
夫の浪費。

私立高校 母 (40)
給与、克 中古車の 案内係 公営母子 本人縫康

本人幼稚園 学資保険ま
M2 男 15 

1年 長女(小6) 
童扶養手 約320万 アイー (結婚前) 高等E 高卒 伎宅 (3 (アレル

年長 で使い込ん
当 ブー →事務員 K) ギ-1生鼻炎

(常勤) あり)
だ。

セール
失綜c1回

季節労働 ス、ス
本人生前 日)。夫の

公立高校
母 (39) 生活保 (1 人 ナック居

アノfート 母健康 (1由自)、 女性問題、
F 1 女 18 

3年
次女 (F2) 護、克童 約350万 自)、 g 員(湾婚 不明 高卒

(2DK) 本人健康 2 (2回 DV、自己
三女(小1) 扶養手当 (2 前)→自

日) 破産 (2詔
人目) 営業→無

自)。
戦

F 2 女 18 
公立高校 (F1の双子

向上 向上 河上 向上 向上 向上 向上
母健康

向上 向上
3年 の妹) 本人健康

給与、生 母病弱(過 本人中 2

F 3 女 16 
私立高校

母 (56)
活保護、 (150- マッサー 不明→清

不明 中卒
アノfート 去に子宮ガ (小さい頃

不明
2年 見童扶養 200万)ω ジ締 掃 (2DK) ン) から5}IJ居状

手当 本人病弱 態)

母 (55) 親族から 母病弱(高

F 4 女 17 
私立専修 長努 (36) の援助、

不明 不明
不明→無

不明 不明
アノfート 血圧、吐

本人4歳 不明
学校2 長女 (35) 児蒙扶養 戦 (2DK) 血)

次女 (22)∞ 手当 本人病弱
」

表4

ド叫

む3

注1)生活保護慕準をもとに筆者が算出した。
注2)きょうだいは皆、既に家安出ている。
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の症状により通院し、毎年必ず、嵐邪をこじらせて

入院するという状況であった。この健康状態は、

2名の学校での成績にも大きく影響してきている

ようであった。その他、子どもたちの日常生活に

関する睡甑・食事・登校などについては、ほぼ問

題は見られなかった。しかし住居に関しては、 I

DKのアパートに 4人で住んでいる世帯もあり、

全体的に非常に狭騒なものであった。{菌室を持

ち、プライベートな空間で過ごすことはほとんど

難しく、勉強机や布団に関しでも個別には与えら

れていない対象者もいた。

子どもたちの学校生活は表5にまとめた。学校

と勉強に関しでは、ポジティブな経験、ネガティ

ブな経験が共に語られ、一括りにするのは難し

い。しかしながら、全ての対象者が学校でうまく

立ち自れなかったことを経験しているのと同時

に、勉強で、のつまずきを経験している。

. I中学楽しくなかった。友達とかいなかった

し…。JI男子はむかつく男子ばっかだった。

助けてくれる人いなかった。全員。女子も。

あそこは性格悪い人ばっか。あれダメ。」

c <Fl)) 
・「…うーん、中学はあんま良くなかった。小

学校で転校して、友達が変わって、中学では

友達があんまりいなかった。JI小学校の頃は

艮かった。田舎で、みんなのんびりしてた。

中lで転校したんだけど、ちょっと都会だ

し、みんな頭いいし、何だこの人たちは、っ

て感じ。進度が違うのに、先生は『みんな、

これもうやったでしょJと って、やって

ないのに。転校生だっていうこととか考えて

くれなかった。自分で何とか頑張った。で

も、ほとんど勉強しなかった。JC <F2)) 

. I昔は盟舎に住んでた。小4までO それで転

校したんだけど、勉強の進度が全然違った。

算数とか教科書違ったしとかで、学校行かな

くなっちゃった。不安で行けなかった。 3

期から行くようになったけど。うちの中学は

何か陰湿な感じだった。今の高校は成績とか

気にしない子が多くていいけど。中学の頃は

成績の良い子たちが集まって点数見せ合った

り、良い人・態い人が分かれてたoJC <F3)) 

<Fl)、 <F2)、<F3)は転校し、新しい環境に移っ

た擦に、なかなか思iI染めず、その学校生活はつら

いものであった、と語った。そこには、友人がで

きなかったことや、前の学校と進度の異なる授業

について行くことができなかったことなどの事実

があった。「誰も助けてくれなかったJC <Fl))、

「何とか自分で頑張ったJC <F2))という言葉から

は、教姉などからのサポートがない状態の中、か

なりの孤立感を感じていたであろうことが推測さ

れる。

次の 2人は、教師や学校に対する違和感・不満

を強く挙げていた。

. Iめんどくさかったんですよ。学校の法律が

いやだった。先生がうるさかった。髪の色と

か。態度が惑い、っていわれたり。なんか、

先生に皮拭しかったんですよね。JC<Ml)) 

• I C高校は)つまんない。ほんっと辞めたい。
学校祭とか、くそ。校則とかやばすぎる。醸

しすぎる。先生がいやだ。伺かきもいやっ

ばっか。授業も中学にくらべて下手くそ。や

めたいけど、就職できなくなるから行って

る。JI小学3年くらいから算数とかわかんな

くなった。中学では 9教科のテストでも合計

100点いったことない。今までで最低は 5教

科合計で27点っていう時。中20JC<M2)) 

2年から学校を休みがちだったくMl)は、

校則と教師に対する嫌悪感から学校に行けなくな

り、高校でも出席日数が足りずに留年し、 2回自

の1年生の 2学期で中退している。〈話2)も、同

様に校則と教師に対して反感を覚え、「ほんっと

辞めたい」と語っているが、「就職できなくなるか

ら」何とか通学している。しかし、低学力は深刻

な状態であり、現在も習年のおそれがあるとい

う。中学でも高校でも鐙業中は居眠りをしている

ことが多く、定期テストでも、「どうせO点だか
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対象者の学校生活

事例 学校・学年 成績 小学校 rj:l 学 校 高 校 現在の友人関係・恋愛

中2から不登校。「先生がいや
「いつも 4~5 人の友人と一緒にい

教師iこ不満を覚え、不登校、 るj。中学時代からの友人。夜遅くま

ほとんど覚えていな
だった」。勉強はほとんどしな

穏年、中退。勉強は全くしな で過ごす。「友達といる時が一番楽し

公立高校
小:中の下

L 、。
かった。受験勉強のみ、「がん

かった。友人や部活は楽し い」、「ワルばっか。頭いい人はひとり
Ml 
中退

中:下 ばった」。部活〈サッカー)や友
かった。 もいなL、。カツアゲとかはしないけ

高:下 人とは楽しく遜ごした。
ど」これまで交際人数は 2入。初めて

小2で殺が離婚。父親に引き取られる。養育は主に祖母と
母に引き取られる。

セックスをしたのは中 10現在、彼女
父の交際相手による。 はいない。

いじめられていた。小
定期テストは 9教科合計で 100点 教師と校則に不満を感じ、 「クラスの友達といる時が楽しいjが、

小:下 3の頃から算数はほぼ
に達したことがない。部活(パス 「つまんない。ほんっと苦手め アルバイトで忙しく、学校帰りや休日

私立高校 ケット)や友人とは楽しく過ごし たい」。友人とは楽しく過ご に友達と遊ぶことはあまりない。近所
M2 
l年

中:下 わからなくなる。
fこ。 している。 の中学時代の友人とも連絡を取ってい

高:下
幼稚器年長時に両親離婚。離婚後、 3年ほど生活保護受給。その後はこれまで同じ住居で ない。これまで交際経験はない。「度
母と生活。 胸がない」。

入学直前に転居してきて、友人・ r;奇校が一番楽しかったj。部 友達はいるが、親友は「…微妙J。これ

小:中の下
田舎の4 小学校で、男ヲ女 部活など馴染めず、辛い患いをし 活(テニス、美術)や友人と まで「出会い系サイト」を通じて、 9

公立高校 一緒いよく遊んだ」と てきた。勉強はほとんどしなかっ 過ごす持簡は楽しい。成績は 人と交際した。高2の時に妊娠してい
F 1 
3年

中:下 が思い出。 た。美術が得意だった。 中の上。 る。相手は現在の彼氏。高校を中退し
高:中の上

1笥2で親が離婚。現在の地域 産むつもりだったが、中絶した。中絶
小2で母が再婚。転居し、継父・義弟と らし始める。

に転居。 費用は援助交際で作った。
<F 1)と同様、学校には馴染めな

友人とは楽しく過ごしている
友達とは学校では楽しく過ごすが、休

公立高校
小:中の下 小学校は良かった。 かった。「中学の話はやめてJ。環

が、 2時間の通学時間が寂し
臼に遊ぶほどではない。現在、「出会

F 2 
3年

中:下 「回舎で、みんなのん 科の先生が好きで、理科だけがん
い。勉強は「けっこう真面白

い系サイトJで出会った 34歳の男性と
高:中 びりしてた」。 ばったが、他の勉強はほとんでせ 交際している。始まりは援助交際で

ず。
にやってるJ。

あった
4年生まで田舎の小学 「うちの中学は絵湿」と語るが、友 中学と比べ、いろいろな人が

学校帰りに食事をしたりと、友達との
校で、「みんなのんび達は多く、合唱部の活動など良い いて、楽しく感じている。教

私立高校
小:下

りしてて良かったj。 患いでも多い。勉強は「全然しな 師は「せい。厳しくないJ。成
「つきあいjは多い。友達と 2人で東京

F 3 
2年

中:下
転校し、不登校に。 かった」。 績は中学の頃より上がった。

に行く予定がある。これまで交際経験
高:中 はなく、恋愛には否定的。「たぶん好

小さい頃から父とは別居。小4で現在の地域に転居。中2で両殺が離婚。 きな人は見つからなLリ。

病気で休みがちで、勉強はできな 「中学のほうが良かったJ、

小:下 病気で休みがち
かった。友人とはもめたことも f先生が注意しないj、勉強は 高校では、人関関係でもめることもあ

F 4 
私立専修

中:下
あったが、今でも会うことがある 資格取得のため、「それなり るが、皆で話し合って、何とかやって

学校2年 人もおり、「今ではいい思い出」。 にがんばってます」。 いるとのこと。現在、中学の開級生
高:中

だった人と交際している。
4歳で親が離婚。大きな転居・転校はなし。

表5



16 

らJと，思ってしまい、勉強する意欲が出ないこと

が多いというO

対象者の臼常生活と学校体験に関して、子ども

自身の日常生活そのものについては、あまり乱れ

は見られなかったが、住居が狭i誌であることがひ

とつの共通点であった。数十年前に比べれば格段

に生活水準の上がったわが国でも、住居に関して

は明らかに所得が反映されており、低所得世帯の

住崩は非常に狭騒なものであるといえよう。

学校生活に関しては、全員に共通することとし

て、学校での何らかのつまずきの経験と、低学力

が挙げられた。転問・転校に伴って、特に「田舎

から都会へjという移動により学校と同級生に違

和感を覚え、なかなか馴染めずにいたり、校則や

それを遵守させようとする教師に対して不満を

持ったりするケースが見られた。

そして、その結果としてほぼ全員が早期の段階

から勉強面での悶難に産面しており、それは現在

に去るまで一貫していた。この原閣に関しては、

先に挙げた学校への不適応や家庭環境の変化など

様々に考えられ、断定することはできないが、ひ

とつ共通することとして、親からの勉強への働き

かけが少ないことが挙げられる。 iC母親は)u人生

経験が大事」とか『夢を決めなさい」とか言って

て、勉強にはうるさくなかったJC (F3))という

ように語る対象者が多く、 (M2)以外は親から勉

強するようにいわれたことも、一緒に勉強したこ

ともほとんどなかったという。

3 生活保護世帯の子どもの生活意識と将来

展聾

(1)不安・髄みと生活意識

先に見たように、対象者の世帯は低所得であ

り、両親は離婚していた。このような世帯状況に

おいて、子どもはどのような意識や思いを抱えて

いるのだろうか。

. i前の家はrt.かった。 1時がお!吉と愚闇で、 2

階がうちらの部屋って感じ。よくわかんない

けど、向こうの時(離婚する前)は話、うま

く行ってたと思う。でも離婚のことでダメに

なっちゃって…。こっち来ることになった

時、最初はうまくいくと思った。でもダメ

だった。お庖見に行った時とか、お客さんほ

とんどいなくて、パラパラ来るくらいで、失

敗だと思った。…わかんないけど、生活はた

ぶん厳しいと思うよ。生活保護とか受けてる

し…。…よくわかんないけど。大変なんじゃ

ない?J C(Fl)) 

. i前の屈に居た頃の方が、生活、楽だった。

こっちに来た時は、無理で、しよって予感して

た。これからやってくって時。前の家では机

が2つあった。今の部毘じゃ、机2つは置け

なくて捨てちゃった。 2人部躍はいやな時も

ある。…今は、ふたりでひとつの敷き布団だ

し。Ji生活保護って、細かい規則とかありそ

うで嫌だ。学校の授業でやったんだけど、大

阪でお年よりがクーラー付けられなくて、死

んじゃったとかの話聞いて、ひどいな、と

思った。できれば受けたくない。友達には

ってない。JC (F2)) 

・「収入は少ないと思う。お母さんに 15万くら

い貸してるし。けっこう大変だと思う。」

C (F3)) 

(Fl)とくF2)は、 2002年4丹に母親の自が倒

産してから収入が途絶え、生活保護を受けること

になり、生活保護基準に従って現在の住居に転居

し、杭を捨て、ふとんを共有せざるを得なくなっ

た。生活保護に対しでは、漠然とした思いながら

も、やはり「受けたくない。友達には言ってない」

という印象を持っており、「恥ずかしさJを伴うも

のであった。

(F3)に関しでも、母親があまり働いていない、

という話のくだりで、生活保護を受けてるかどう

かを尋ねたが、「…受けてるjとそれまでの快活な

受け答えから一転して暗い表』清になってしまっ

た。そして、それを何とか否定するように、 iC母

親は)私を高校行かせるために、しょうがなく

やってるって言ってた。高校卒業したら、自分で
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切るって言ってた。ひとりでやってくなら何とか

なるらしいからjと述べ、やはり生活保護の印象

は決して良いものではなかった。

他の3人の世帯は生活保護を受けてはいなかっ

たが、やはり低所得である。そのことに関連した

意識を見ていこう。

. r部屋は正臨狭いっすよ。けっこう本気でひ
とり暮らししたいっす。今だと、常に誰かと

一緒って感じですから。ひとりになれない。J

「こづ、かい少ない。 2万にして欲しい。潤りの

みんなは 3，000円とかだけど。Jrうちの収入
とかは、ちょっとわかんない。中の下A くらい

だと思う。JC<Ml)) 
. r自分の部屋が狭い! ほんと狭すぎる、あ
れは。 l部震はあるけど、仕切りが襖だし、杭

とかでほとんど取られてるJr服は、ジャージ
2本しか持つてない。ジーパンとか持つてな

い。賢いに背く暇ないし。バイトやってな

かったら、小遣い 3，500丹だからなんも買え

ない。お母さんは、 Tシャツとかパンツとか

しか買ってこない。ジーパンとか高そうだか

ら躍ってこない。Jr収入とかわからない。教
えてもらってるわけじゃないし。うーん、普

通…かな。JC<M2)) 
. r今、家は相当きついと思います。お母さん
働けないから、上のきょうだいがお金を集め

てくれて、仰とかやってるみたいです。j

c <F4)) 

<Ml)は家族4人でlDKの住居に暮らしてい

るが、そのことに対して「ひとりになれない」と

不満を述べ、ひとり暮らしをすることを望んでい

る。そのため、フリーターになろうとしている

が、求職活動にもなかなか意欲的に取り組めない

という。くM2)も陪様に、住居やこづかい、服が

ってもらえないことなどを不満に挙げている。

「これまでジーパンをはいたことがないJと、非常

に不満気に述べていた。

くF4)は、母親が働けず、きょうだいの援助に

頼っているという状況をよく認識し、自身はかな

り切り詰めた生活をしてきた。「わがままもあま

り言えませんでした」と諮っており、携帯電話を

持てないことや、習い事に行けなかったことを梅

しく感じているようであった。

以上の語りから、生活保護を受けているという

事実に関しては、子どもたちはやはり「雷いたく

ないj、「恥ずかしい」といった気持ちを与えてい

ることが確認された。生活保護を受けることは、

子どもに対しでもスティグマを感じさせるもので

あった。生活保護を受けていなくても、住居が狭

いことや、ものを費えないことは「みじめさJを

感じさせるものであり、他の子どもたちに比べ、

より多くのことを我慢しなければならず、これま

で辛い盟、いをしてきていたようであった。

また、両親の離婚という経験については、 rcお
もちゃの)シルパニアファミリーで遊ぶ時とか、

家族が揃ってるのに憧れたりしましたJC <F4)) 

といったことも語られたが、大半のものが幼い頃

に経験しており、「ちっちゃい時から離婚してた・

の知ってたから、別に仰とも思わなかったJ<M2) 

と語られることが多かった。しかし、〈引〉、〈回〉

は継父との仲がうまくいっておらず、また離婚す

る前の生活に関して、「平和じゃなかったJ

c <Fl))、 rcお母さん)あん持は、ボロボロみたい
なJC<F2))と述べており、家族内での争い事を

経験した上での離婚であった。そのため、「離婚

して良かった」と語っている。

(2)将来展望

次に対象者らの将来展望に関して、検討を進め

る。まず、すでに具体的な進路選択を迫られてい

る、高校3年生のくFl)とくF2)について見てい

こう。

「来年は、彼氏の実家に{主む。Jr彼氏、来年、
専門学校卒業したら、東京で実習みたいの 2年

間やらなくちゃいけないことになっちゃった。

結婚は…、いつになるんだろう…。 3年後かな。

ちょっと不安。再来年は彼氏の家には住めな

い。向こうで就職しでも、いる意味がない。披
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氏が東京に行っちゃうから。それで、私はこっ

ちに帰ってこようと思う。友達が再来年はこっ

ちで就職してひとり暮らしするみたいだから、

一緒に住もうって言ってるけど。帰ってきて

も、結婚するまでのつなぎの仕事しかできない

から、たぶん簡単にたくさん稼げる仕事そやる

と思う。風搭とかじゃないよ。オミズ。やると

思う。Jr向こうでは、パチンコ}苫か飲食j苫を
狙ってる。本当はデパートで報とか売りたいけ

ど、それはないみたい。ガソリンスタンドも免

許がないから無理だった。Jrほんとは、美術関
係の専門学校行きたかった。美術部の先生に勧

められてて、うちも行きたかったんだけど、い

つのまにか就職の方に行っちゃった。Jr高校楽
しかったね。『高校では、はじけられる』って

ってたけど、本当だったね。大学がもっと楽

しいのなら…、進学したいね。…本当は。お金

あったら、今すぐしたいね。短大とか行ってみ

たいな。Jrこの前、『東京について行きたいjっ
て彼氏に言ったら、『そこまでして夢を捨てる

女は嫌いだ』とか言われた。『お前の周りの友

達、みんな夢あるだろ? お前はないのか?

小さい頃からの夢、あるだろ』って。…うちは、

とにかく求人票見て、できそうな仕事を探すし

かないのに、そういうこと言われて…。J(<Fl>) 

<Fl>は、現在交際している彼足と結婚すること

を前提に、将来を設計している。現在は、彼氏の

実家の地域で仕事を探しているが、一年間で辞め

るつもりであり、目指すところは結婚し専業主婦

になることである。しかしながら、本人も不安を

感じているように、 3年後に結婚するという約束

は決して確証のあるものではなく、それまでの仕

・鹿住地に関しても、暁確な展望は見えていな

L 、。

もともとは美術の教師になるのが夢で、専門学

校に進むことも考えていた。しかし、「いつのま

にか就職の方に」傾いてしまい、現在は「とにか

く求人票見て、できそうな仕事を探すしかないj

という状況である。このような現状の中で、本当

は進学したい、と語った。

「最初は大学とか専門学校とか探してたけど。

映踊・美術・放送関係。まだ、どうしょうかなっ

て思ってる。最終的には、映輔の裏方で美術ス

タッフとして働いてみたい。Jr東京の学校に行
きたい。札i慌にもあるんだけど、やっぱり向こ

う行かないとチャンスないし。でも現実的に考

えて、東京の道は難しいかなあ。経済的に。J

「生活がギリギリだって闘いたときはショッ

クっていうか…。だから一番良いのは就職なん

だけど、自分はイヤだから。(中略)でも現実的

に考えて、就職すると患う。Jr就職するなら、
(彼氏のいる)愛知でする。向こうは仕事が多い

だろうし、フリーターでやっていくとしても、

時給高いし。東京にも近いし、彼氏ともいれる

し。どっちにしろ、北海道にはいない。求人票

は愛知からも来てて、それ見て探してる。別れ

る心配はないことはないけど、そしたらどうし

よう。別れた先は考えてない。J(<F2)) 

<F2>は映画が好きであり、裏方の美術スタップ

として働きたいという希望を持っているが、経済

的な問題が大きな簡壁となっている。生活保護で

は進学費用などは援助されず、自助努力によって

入学金等を用意しなければならない。しかし、

月々の保護費から専門学校入学の費用を用意する

ことは、非常に難しいのが現状であろう。そう

いった現実を認識してか、「現実的に考えて、東京

の道は難ししリと考えており、授業料を貯めるた

めに就職することを考えている。

また、「生活がギリギリだって聞いたときは

ショックっていうか…」という言葉からも、描い

ていた将来が、経済的貧屈によって可能性を狭め

られる現実に対して、相当やるせない思いを抱い

ていることがわかる。

進学するにしろ、就職するにしろ、北海道には

いないという。これは姉(く日))とも共通するこ

とで、「自分の部麗が欲しいJ、「自立したいjとい

う思いがある。
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次に高校2年生のくF3)、(F4)について見てい

く。

「短大行こうかなーって思ってる。栄養士に

なりたくてO でも徴妙。迷ってる。看護婦にも

なりたくて。でもうちすぐ風邪ひくから。患者

さんにうっしちゃいそうで。この前も、風邪治

るのに 1ヶ月かかった。専門学校もいいなあ。

私、短大の受験勉強とかできなさそう。いった

ん就職して、それで、お金貯めて、それから学校

行くのもアリかなとか思ってるo学校の先輩と

か、いろいろ職変えてる人もいるし。JC (F3)) 

(F3)は2年生ということもあって、進路はまだ

決定しておらず、いくつかの選択肢を挙げている

が、基本的には短大へ行く意志が強く、その後も、

栄養士、看護婦、介護ヘルパーなど、医嬢・福祉

関保の職ということでは定まっているようであっ

た。ただ、短大入学のための受験勉強への不安か

ら、入学が比較的容易な専門学校に入ることも視

野に入ってきているO しかし、やはり経済的にゆ

とりがあるわけではなく、一度就職して学費を貯

めてから、進学するという遊も考えている。

そして、〈問〉もまた、高校卒業後はひとり暮

らしをすることを考えている。その理由は、母親

が家の掃除、整理・整頓をしてくれないためだと

し、う。

また、結婚に関しては、「結婚は女にとって不利

だJ、「もし結婚しでも、うまく行かなそうだった

ら離婚するjと、かなり否定的であった。

「将来は保育士になりたいと思ってます。だ

から、高校卒業したら今(の学校)と間じ系列

の専門学校に行きたいです。Jfお母さんとかお

父さんがいない子もいるだろうから、そういう

子に愛情を注いであげたいなーと思ってO た

だ、うちはお金なくて、今は何とか食べていけ

るくらいなんですけど、授業料とか入学金とか

は、お母さんは難しいって言ってて、かなりや

ばいみたいなんです。奨学金とかあるといいん

ですけど…。なりたいのに、なれないのは、辛

いです…。Jf家を出たいと思ってました。でも、

きょうだいみんな家出ちゃって、私がお母さん

とー績にいないと、もし何かあったら閤るので

…。JC(F4)) 

(F4)は将来、保育士になりたいと考えている

が、やはり経済的な問題が大きく立ちはだかって

いる。「かなりやばい」と述べているように、現実

的には進学の費用を援助してもらうことは難しい

と感じている。

(F4)もまた、家を出たいと思っていたが、つ

い最近もトイレで吐血していた母親ひとりを寵い

て出て行くことはできないと考えている。

次iこ、現在、高校1年生の (M2)に関して見て

みる。

「高校出たら、就職する。…何も考えてない

けど。場所は…、ここから近い方がいいかな。

家、出ない方が金かからなくていいかな。Jr大
学行っても変わんないと思う。就職決まりやす

くなるとかなさそう。でも、自分は就職厳しそ

うo 今回、テストで赤点4っか5つあった。別

にどうでもいいけど…。これじゃ、就職できな

いかもしれない。(中略)パンフレットでトヨタ

とか見たけど…、まだよくわかんない。体動か

す方がいL、。Jr本当はひとり暮らしがしたい。」
C(M2)) 

高校l年生ということで、まだ具体的な進路選

択を迫られているわけではなく、本人は「何も考

えてないjと述べている。しかし、高校卒業後は

就職することを考えており、漠然としたものでは

あるが、「体動かす方」という、ある一定の方向性

は見えているとも考えられる。

樟壁のひとつは、学力問題であろう。これまで

の生活の中で、勉強する習慣が全くなく、高校の

テストでも常に赤点を取っている。授業中は居眠

りをするか、友人としゃべっており、「今、家で勉

強するのはありえなLリとのことである。本人自
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身、この現状を変えていくことの難しさを非常に

強く痛感しており、「上に上がる自信がない」と

諮っている。本人だけではなすすべがなく、今の

状態から勉強の習壌をつけ、成績を上げていくこ

とは、何らかのサポートがなくては難しいのが現

状であると考えられる。

最後に、 <Ml)について見ていこう。

「うーん、20歳まで、いや22までフリーター。

場所は…、どっか。でも札幌いいすね。一日中

遊んでたい。すすきのとか、初めて行った時、

びっくりした。すげーって。友達と高校入って

から行きました。そんでお歳頃からは一、ホス

ト。 40…、 35掻くらいまで。その後…。どうし

よう。うーん。Jrひとり暮らししたいっすよ。
何でもやりたい放題ですよ。みんないつかはし

たいんじゃないですか。まだ先の話ですけど、

10代のうちに始めたい。JC<Ml)) 

<Ml)は中学では不登校状態にあり、高校でも

留年した後、中退してしまった。現在はアルバイ

トを探しているが、なかなか見つけられずにい

る。そのような状況のもとでは、以上のように将

来の展望は明確な形になってはいない。筆者の

「定時制高校は?J、「サラリーマンは?J、などの

問いかけ全てに対し、とりあえず「いいっすねーJ

と答えるが、自分が何をやりたいのか、漠然とし

た形でも見出せずにいるようであった。本人から

られた「人生設計Jは、 22識までフリーターを

して、その後、ホストクラブで鶴く、というもの

である。

家を出て、ひとり暮らしをすることを望んでい

るが、それは今の住層が狭陸で、住み難いもので

あることが大きな理由であった。そして、本人に

収入のない現主の状況からすれば「まだ先の話」

以上みてきたが、調査対象者らが具体的な将来

を客観的な可能性をもって描くためには、非常に

多くの掴難があると言えよう。このことは、子ど

もたちの持つ選択肢の少なさが関係している。経

済的な問題や、学力・学歴によって選び取れる将

来は相対的に狭くなり、目標を見つけること、そ

してそれを実現するには多くの菌難がある。さら

には、将来が見えなくなった結果、自の前の利益

に気を現られ、「とりあえずJの未来を選択してし

まい、より不安定な生活に入っていくことが危倶

される対象者もいた。また、全員が高校卒業後に

ひとり暮らしをしたいと語ったが、このような状

態でひとり暮らしを始めてしまうことは、生活が

一麗不安定化する契機になりうるとも考えられよ

つ。

3 まとめにかえて

本稿では、生活保護世帯を含む低所得世帯の子

どもの状態を、筆者の行った子どもへの開き取り

謂査を通して、明らかにしようと試みた。その中

でまず第一に、子どもたちにとって、やはり世帯

が低所得であるということは、直接的に悩みの顔

悶となっていた。所得が低いということによっ

て、様々なところで耐え忍ぶことを要求され、今

回の調査対象者には、通学のためのパス代を親に

要求することができず、それを補うために援助交

際を行っていたケースがあった C<F2>)。この前
後には母親との確執があり、低所得であることが

問題を生み、その問題がまた問題会生むといった

悪循環が見られた。 2節のアンケート調査で見ら

れた、複雑に絡み合った子どもの悩みの具体的な

形というのは、このように互いに関採しあい、問

題や不利が連鎖した形で存在していると予測され

る。

第二に、経済的なこと以外でも、現在に至る過

と言いつつ、いずれ何の経済的な後ろ扇や蓄えが 程において転居や転校、さらには家族の離散・集

ないまま、家を出てしまう可能性もないことでは

ない。「とりあえず」アルバイトをして、「一日中

遊ぶJという暮らしに檀れざるを得ないのが現状

である。

合をも経験してきていた。転校により、授業につ

いていけなくなる、友人関係でつまずくなどと

いった対象者が見られ、また <F1)・<F2>は継父

と、 <M2>の妹は8年ぶりに一緒に暮らすことに
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なった母親との仲がうまくいっていなかった。全

ての低所得世帯の子どもがこういったことを経験

しているわけではないであろうが、低所得世帯で

の生活を余儀なくされてきたという事実は、その

子どもたちがさまざまな困難や状況の変化に遭遇

してきた可能性がより高く、また、その新たな環

境に適応することの難しさがあると推察される。

第三に、今回インタビューした子どもたちにお

いて、明白に共通していたのは、家庭学習時閣が

ほとんどなく、低学力であるという事実であっ

た。これは高校生になってからのことではなく、

小学生の早期の段暗から現れてきていた。もちろ

ん、低学力・低学歴であっても、自己の夢を実現

し、安定した生活を営む可能性がなくなるわけで

はないが、選択肢が狭められることは疑いようの

ない事実である。

そして第四に、子どもたちはその狭められた選

択肢の中で、自身の将来展望を明確に描くことの

閤難に直面していた。低所得、低学力(低学歴)

という事実がそのひとつの要因となっており、経

済的な基盤や学力不足によって選択できる進路が

限られ、「とにかく、求人票見て、できそうな仕事

探すしかないJ(くFl))という状況に追いやられ

ることになる。

しかしながら、将来展望が描けなくなっている

ことの要因というのは、低所得や低学力だけに求

めることのできない、もっと複雑で入り組んだも

のであろう。例えば、対象者のくMl)は具体的な

展望を語ることができず、将来がリアリティの伴

わないものとしてしか感じられていないようで

あったが、母親はくMl)が高校中退したことに関

して、「残念ですけど、本人が決めたことですか

ら」と諮り、特別引き止めるようなことはしてい

なかった。妹が不畳校で、母親も自身の就労問題

と家庭の経済問題に追われ、子どもに対して余裕

を持って接することができないこともまた、現状

を打開する糸口が見えなくなっている要因かもし

れない。

この将来展望を持ちえていないという事実は、

生活保護・低所得世帯の子どもの将来に関して、

決して楽観拐してはいけないことを意味する。子

どもたちの閤鴎には、将来の麗望を妨げるいくつ

かの樟壁が存在している。大きなものとして按需

の収入が挙げられるが、家族関係、学校への適応、

子どもの学力などの諸要素が、長期間で互いに連

鎖し合うことで障壁として形を現し、いつの間に

か子どもたちの潤囲に張り巡らされてしまってい

ると言える。子どもたちは自分の将来を考えた時

に立ちはだかる壁に気付かされ、自身と頼れない

家族に対して無力感を持っていると考えられる。

子どもたちも多くのことをあきらめ、我慢してい

ると同時に、現状から「逃げる」ように計画性の

ない行動を取っているように見受けられる聞も

あったω。そういった中で、「とりあえずJ就職し、

ひとり暮らしをすることを希望していたが、これ

は自立への経済的な後ろ盾がないまま社会に出る

ということであり、その後、不安定な生活に臨っ

てしまうことを予感させる。

不登校、低学力、高校中退、将来展望が描けな

いといったことは、子ども一般に共通する現代的

な問題であろう。しかしながら、本論文で明らか

にした事実は、貧爵・低所得世帯の子どもには、

その問題が連鎖する形で重届的に現れ、その結果

として将来の選択肢が狭められているということ

である。この事実は、子どもが親世代の貧国を継

承してしまう可能性が大いにあることを示唆す

る。その中で生活保護制度は所得保韓、高校進学

保障という意味では一定の効果があると患われた

が、やはり子どもにとっても「言いたくないJと

いうスティグマを与えるものでもあった。そう

いったスティグマを克服するような所得保障制度

の構築は最重要の課題であるが、同時に子どもの

ある一関面を見て判断するのではなく、世帯の状

況も含めてトータルに把握した上で、何らかの個

別的な援助を行うことが必要であろう。
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